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第２章 先進国を中心とする成長力の変化と展望

第１節 世界金融危機後の成長構造の変化

第２節 各国のイノベーションをめぐる状況とその創出の条件

第３節 まとめ

第１章 各国・地域の動向

第１節 世界経済の概観

第２節 アメリカ経済

第３節 アジア経済

第４節 ヨーロッパ経済

依然として弱い回復が続いているが、13年に入り一部の国では底堅さがみられ始めるなど、各国・地域間では

ばらつきがみられる世界経済について、各国・地域の景気の現状や今後の見通しについて考察。

アメリカ：所得環境や雇用の回復が継続し、消費は緩やかに増加するなど、景気は緩やかな回復が続く。

アジア：中国は依然として拡大テンポが緩やかな状況が継続。

ヨーロッパ：金融市場に落ち着きがみられ、一部には下げ止まりの兆しもみられるが全体としては弱い動き。

また、主要国の世界金融危機後の成長率低下の原因を探るとともに、成長力強化のためのカギとなるイノベー

ション創出の取組を概観する。

ねらい
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第１章第１節 世界経済の概観 ～世界経済の動向：引き続き弱い回復が続く中、一部に底堅さもみられる～

世界経済は、全体として弱い回復が続く中、一部では底堅い動きも。ただし、各国・地域間でばらつきも。
（第１～２図）
外需：先進国ではアメリカが底堅い動き、新興国では中国を除き低い伸びが続く。（第３図）
内需：消費は、アメリカは緩やかに増加、新興国は総じて堅調。投資は、アメリカでは増加傾向だがそれ以外
は動きにばらつき。（第４図）

第１図 世界の生産・輸出動向 第３図 主要国の輸出の動向

（１）先進国

（２）新興国等

第４図 主要国の内需の動向

（１）個人消費

（２）固定資産投資
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第２図 主要各国の実質ＧＤＰ成長率の推移
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第１章第１節 世界経済の概観 ～世界的に広がる金融緩和と各種の経済政策～

多くの先進国は、世界金融危機後悪化した財政の再建途上。ただし、財政再建のペースは国によって違いも。
（第５図）
12年以降、先進国新興国共に一層の金融緩和。金融資本市場は落ち着くも、先進国・新興国間で株価の動きに
差。（第６～第８図）

第５図 主要先進国の構造的収支（一般政府）の改善幅
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第６図 主要国の政策金利
（１）先進国 （２）新興国等

第８図 主要国の株価：12年秋からの変動幅

第７図 先進国為替レート
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第１章第２節 アメリカ経済 ～持続的な回復を模索～

消費は耐久財やサービスを中心に緩やかな増加傾向。（第９図）
背景には雇用環境改善の継続、株価、住宅価格の上昇等による家計のバランスシート調整の進展等。
（第１０～１２図）
企業部門の設備投資に対する姿勢は依然として慎重だが、企業収益は好調で株価も史上最高値を更新。
（第１３～１４図）
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第９図 個人消費支出の内訳 第１１図 家計のバランスシート調整
（債務残高（総資産比））

第１２図 雇用者数増減と失業率の推移
第１０図 消費者信頼感

第１３図 企業の内部資金と設備投資

第１４図 NYダウと企業業績の推移
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第１章第２節 アメリカ経済 ～財政・金融政策の対応～

「財政の崖」のうち、ブッシュ減税等は回避されるも自動歳出削減開始。今後の景気への下押し圧力が残る。
（第１５～１７図）
金融政策については、雇用（失業率6.5％）、物価（２％＋0.5％以内）に対する数値基準導入。追加資産購入ペー
スや時期をめぐる動きに市場は注目。（第１８～１９図）
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第１５図 財政の崖の影響

第１６図 財政収支（赤字）のGDP比の推移

第１８図 FEDの物価見通し

第１９図 資産買入れプログラムの規模縮小時期に
かかるFOMC参加者のスタンス

第１７図 実質経済成長率の見通し
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